
２０２4 年（令和 6 年） 

壬生川公民館だより 
 
〒799-1341 西条市壬生川 200 番地 
 TEL・FAX  0898-64-2202 

   E-mail       nyugawa-k@saijo-city.jp  

    

 

 

 

            

    

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事 

4 月 休館日 

9 土 親子料理教室     ９:30～ 

11 月 休館日 

12 火 人権相談      13:00～ 

13 水 高齢者カフェ    10:30～ 

15 金 避難訓練      14:00～ 

18 月 休館日 

20 水 休館日・春分の日 

25 月 休館日 

寒暖差や気圧の変動の大きい時季。体調管理にご注意を！ 
壬生川地区人口 1 月末現在        

(先月比) 
 男 性 2,240 人  (－1)  
女 性 2,407 人  (＋４) 
(合計)   4,647 人  (＋3) 
世帯数 2,242 戸  (＋2) 

 
 
) 

 

３月の主な行事予定 

 

カラー版は市のホームページ 

に掲載しています。 こちらから →  

【3 月の 】  きちんと分別し、当日の 朝８時までに 決められた場所へ 
 

◆古  紙 （新聞紙・ダンボール・雑誌・雑がみ）・・・・・・・・・・ 6 日（第１水曜日） 

◆ガラスびん・ペットボトル・スプレー缶・カセット式ガスボンベ・・・１3 日（第２水曜日） 

 

 

―巨大地震による倒壊から命を守るため、耐震補助制度の活用を―  
今年初めに、石川県能登半島地震が発生しました。 

多くの木造住宅が倒壊被害に見舞われております。 

本市も、いつ大きな地震に見舞われるかもしれません。 

そのために、ご自宅が地震に対し、どの程度耐えられるか知り対策することは大切です。 

本市では、木造住宅耐震改修に必須となる、建物の耐震調査を追加募集しております。 
 

【対象となる住宅】 

昭和 56年 5月 31 日以前に着工された一戸建て木造住宅 

【耐震診断の負担額】3,000円です。 

耐震診断に建築士がご自宅を訪問、診断いたしますが、 

診断結果に時間をいただく場合がございます。 

【申 込 期 間】  募集中～ 令和 6年 3 月 29日（金）                        

 

お問合せ：市庁舎新館 3階 建築審査課 建築審査係 TEL0897‐52‐1558 

 

2/10(土)「AGOであそぼ」 
A～Zまでアルファベット 

を楽しく勉強！ 

早口言葉も練習しました。 

 

 

「高齢者カフェ」今月は第２水曜日に変更！ 

日  時：3 月13 日（水）10時 30分～ 
※予約は必要ありません。  

場  所：壬生川公民館 1階学習室 1・2 
問合せ：西条市地域包括支援センター東予 ☎66-5520 
 
 

古 典 講 座 受 講 生 募 集 
 

○日 時：令和 6 年 4 月から令和 7 年 3 月まで 
毎月おおむね第１土曜日  
（初回は 4 月 6 日）13:30～15:30 

○場 所:：西条市佐伯記念館・郷土資料館 

西条市丹原町池田 1711-1 ☏68-4610 

○内 容：「大鏡」「百人一首」 

○講 師：武田 眞 氏 

○定 員： 60 人（先着）  

〇受講料：年 3,000 円程度 

     その他 テキスト料（実費）  

○受付期間：2 月 9 日（金）～3 月 8日（金） 

○申込先：西条市佐伯記念館・郷土資料館 

○後 援：西条市教育委員会 

 

令和６年度  壬生川小学校・地域合同運動会 

募金のお願い 
  

 学校と地域の連携・協力や住民相互の交流・親睦を

深め持続可能な地域コミュニティの構築を目的とし

て、「壬生川小学校・地域合同運動会」を 5 月 19 日（日）

〔雨天時 5 月 26 日（日）〕に開催します。 

 つきましては、本年も１戸当たり５００円の募金を

お願いいたします。 

なお、募金は、自治会等を通じてご依頼しますので、

趣旨をご理解の上、ご協力いただきますようお願いい

たします。 

実行委員会委員長  井上 康 

追加募集いたします！ 「木造住宅の耐震診断申込」
 

耐震診断に、建築士が訪問、 

建物の耐震性を調査します。 

「

の
心

      

神妙な面持ちで… 

 
 

1 月２７日(土)、一人ひとり自分でお茶を点て、 

季節のお菓子といっしょにお茶をいただきました。 

 

歩き方、立ち方、 

お辞儀の仕方… 

様々な作法を学びました。 
 

難しいねえ 

 

1/13(土)「けん玉」 
コツをつかみ、即マスター。 

いろいろな技もできるように！

できたね！ 

 

2/3(土)「運 動」 
寒さなんか吹っ飛ばせ！ 

体育館を所狭しと縦横無尽に走り

回る子どもたち。元気いっぱい！ 

元気いっぱいの子どもたち。 

 

 
「人権相談所」を 開設します 

差別やいじめ、体罰、家庭および近隣関係等、人権問題で  

悩み事や、心配事がありましたらご相談ください。   

相談は無料で秘密は守られます。  
○日  時   3月 12日（火） 13：00～17：00  

○会  場   壬生川公民館 １F 学習室 3 

○相談員  人権擁護委員  

 

 

申込書は公民館
にもあります。 

mailto:nyugawa-k@saijo-city.jp


 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 31 日(水)、初心者の方を対象に 3 回開催
予定の「スマホ教室」が始まりました。 
講師から便利な機能を次々に教わり、「そんな

やり方があるのか」と、目からウロコ。終了後の
講師にも矢継ぎ早に質問され、皆さんの向上心に
感服です。 

スマホ教室 第４２回全国中学生人権作文コンテスト」愛媛県大会 
（主催：松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会） 

【優秀賞】愛媛県教育委員会教育長賞 

「一歩踏み出すために」 

西条市立西条北中学校 ２年 大村和希羽  
中学校に入学して一年半が経った。しんどいこともあるけれど、楽しい学校生活を送っている。友達も

できて、部活にも一生懸命に取り組めるようになったからだ。 

だが、学校生活の中で苦しくなることが全くないわけではない。休み時間などにたまに聞こえてくる会

話に気分が落ちこんでしまうときもある。言っている人は深く考えずに言っているのかもしれないけれど。

「学校に来ていないやつを見るといらつく。学校に来れなくなるとかメンタル弱すぎやろ。」私はこの言葉

を聞いてどきっとして、体がこわばってしまった。怖くなったからだ。   

私は小学校のとき、学校に行けなかった時期があった。四年生のときのことだ。五年生からは保健室登

校、六年生のときもほとんど別室で過ごした。だから、私に向けられた言葉ではないと分かっていても、

そのときのことを思い出して怖くなってしまったのだ。私はみんなにとっていらつく存在だったのだろう

か。確かにメンタルが弱いと言われればそうだったかもしれない。当時疲れきって家から出ることもでき

ない状態だったからだ。でも、それまでのことを考えるとメンタルが弱いからという一言で片付けられる

とすごく嫌な気持ちになる。学校に行かないと決めるまでにどれだけ悩んだか、どれだけ苦しんだか他人

には分からないと思う。だから、「いらつく」「メンタルが弱い」という言葉は私の心を突き刺すくらい

辛い物なのだ。それに、もし学校に来ていない本人がこの言葉を聞いたらどんな気持ちになるのだろう

と、考えただけでぞっとしてしまう。私なら二度とそんな学校に行くもんかと思うだろう。こんなことを

言うのは本当にやめてほしいと思う。 

しかし、私は思うだけで、何も言えない。そして、そんな自分にいらいらして、たまらなく嫌になる。

じゃあそんなこと言わないでと伝えればいいのにと思われるかも知れないけど、言うことはできない。そ

れは、四年生のあのときに戻ってしまうかもしれないからだ。私が学校に行けなくなったのは、人に注意

をしたことがきっかけだった。私の意見はあっさり否定された。そして、周りの人はその意見に同調して

一緒になって私に言い返してくる人もいた。また、その意見に同調しているわけではないけど、何も言わ

ず知らん顔をしている人もいた。もしかしたら、私の意見に賛成してくれている人もいたかもしれない。

でも、それを見つけられなかった。そんな日々がしばらく続いた。そして、もともと友達のいないクラス

だったというのもあり、私は一人になってしまった。一人で過ごす休み時間はすごく長かった。だから、

私は休み時間が一番嫌いだった。そして、一学期の終わりには私はクラスに入れなくなってしまっていた。 

私は、どうしたらよかったのだろうか。黙っていたらよかったのだろうか。なんなら一緒になってふざ

けるくらいのほうがよかったのだろうか。私が心を広くもって、もう少しがまんできていればこんなこと

にはならなかったのだろう。私にもう少しユーモアがあっておもしろい話ができる人気者だったら、その

人たちは話を聞いてくれたかもしれない。でも、現実の私はユーモアもない、人気もない、心も広くない。

残念ながら話をしても受け入れてもらえそうにない。世の中には差別をなくす立場に立つ人と差別を残す

立場に立つ人の二種類の人がいるという。今の私は、完全に差別を残す立場の人間である。そう考えると

悔しくてたまらなくなる。できれば差別をなくす立場に立つ人になりたい。でも、傷つきたくもない。学

校に通えなくなるようなことには、もう二度となりたくない。二つの気持ちが天びんのように揺れ動いて

いる。バランスがとれて、どちらも大切にできるようになりたい。 

私がこの作文を書いたのは、自分のためである。正直言って、学校に来ていない子のことをなんとかし

てあげたいと、いつも考えているわけではない。悪口を言っている人のことを大切にしたいと思ってこれ

を書いたわけでもない。自分の気持ちの整理をしたかったからだ。そして、分かったことは、自分のこと

が一番大切で、誰からも嫌われたくない、臆病者だということだ。私は八方美人の典型であろう。 

理想は、学校に来れない子のために何ができるか考えたり、悪口を言う子に「言わないでほしい」とき

ちんと伝えたりできる人になることだ。しかし、理想にはまだ遠い。 

私は、この作文を書きながら小学校のときのことを思い出し、何度も泣いた。でも、泣きながら少しず

つ気持ちがほぐれていくように思った。まだまだ弱くて臆病な私だけど、一つだけこれから実行しようと

思うことを決めた。それは、学校に来ていない子の机の中をきれいに整とんすることだ。いつ来ても気持

ちよく過ごせるように。  
「松山地方法務局ホームページ」より（https://houmukyoku.moj.go.jp/matsuyama/index.html） 

 

 

西条市人権教育協議会 西条市人権擁護課 
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公民館協力委員会 
1 月 18 日(木)、「第 3 回壬生川公民館協力

委員会」を開催しました。 
令和 6 年度の「壬生川小学校・地域合同運

動会」や「ふるさとづくり盆踊り大会」につ
いて協議した後、令和 5 年度公民館で開催し
た事業、令和 6 年度に開催予定の事業につい
て報告しました。 

「壬生川地
域未来塾」

地域の教員 OB の方々のお力をお借りし、学習
習慣の確立と、基礎学力の定着を目的に、今年も
開講した「壬生川地域未来塾」、5 年生を対象に、
11 月 30 日(木)から、2 月 1 日(木)まで全 9 回
ア￥ 壬生川小学

校で開催し
ました。 
 

https://houmukyoku.moj.go.jp/matsuyama/index.html

